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第 7 回アフリカ開発会議（TICAD7）公式サイドイベント 

アフリカ最大の映画祭グランプリ作品日本初上映＆シンポジウム 
～ 映画祭「フェスパコ」の代表と河瀨直美監督らが登壇、アフリカにおける映画人材の育成と連携の

可能性を探る ～ 

 

国際交流基金は、外務省、ユネスコとの共催により、横浜で開催される第 7 回アフリカ開発会議（TICAD7）の公

式サイドイベントを、2019 年 8 月 29 日に実施します。アフリカ最大の映画祭でグランプリを受賞した『密林の慈悲』の

日本初上映と、日・アフリカの映画界における連携を目指した、有識者によるシンポジウムです。 

 

世界で映画の共同製作や新興国の参入が活発になるなか、アフリカ映画界も、若い世代の製作者の台頭、経済・

社会の変化により、新しい時代を迎えようとしています。2019 年 5 月、アフリカ大陸自由貿易圏（AfCFTA）設立協

定が発効し、域内の経済発展や、それに伴う人やモノの行き来の活性化が期待されており、映画界においても、既存の

枠組みや国境を越えた製作技術や人材の交流、映画文化の醸成が有望視されています。 

 

このような時代において、アフリカにおける若手人材の育成、新しい観客層の開拓やビジネスモデルの確立に取り組む

にあたり、日本はどのような連携ができるのかという可能性を探るべく、本シンポジウムではアフリカ映画の製作者や映画

祭代表と日本の映画関係者計７名による議論を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

事業名称：TICAD７公式サイドイベント 越境するアフリカ映画 ―新たな連携をめざして 

映画『密林の慈悲』の特別上映&シンポジウム 

主催   ：国際交流基金、外務省、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関） 

日時   ：2019 年 8 月 29 日（木）18 時 30 分～21 時 35 分（18 時開場） 

会場   ：横浜ブルク 13 シアター６ 

（神奈川県横浜市中区桜木町 1 丁目 1-7 コレットマーレ 6F） 

 

プログラム詳細およびシンポジウム登壇者につきましては、後頁をご高覧ください。 

以上 
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プログラム 

18 時 30 分   開会の挨拶   オドレー・アズレー ユネスコ事務局長  

18 時 45 分   映画『密林の慈悲』特別上映 

20 時 25 分   シンポジウム「越境するアフリカ映画 ―新たな連携をめざして」 

21 時 35 分   閉会の挨拶   安藤裕康 国際交流基金理事長 

 

シンポジウム登壇者 ※姓のアルファベット順、敬称略  

オーレリアン・ボディノー（『密林の慈悲』プロデューサー） 

フィデリス・ドゥカー（アブジャ国際映画祭代表） 

河瀨 直美（映画作家） 

アンソニー・クラウス（ユネスコ文化局文化表現多様性課研究政策ユニット長） 

岡島 尚志（国立映画アーカイブ館長） 

アルディウマ・ソマ（ワガドゥグ全アフリカ映画祭代表） 

吉田 未穂（シネマアフリカ代表） 

 

言語 

映画：フランス語、スワヒリ語 （日本語・英語 字幕付） 

シンポジウム：日本語、英語、フランス語（同時通訳付） 

 

映画 『密林の慈悲』（2018 年、フランス・ベルギー・ルワンダ、9１分） 

1998 年、第二次コンゴ戦争の争いが激しさを増すなか、ルワンダ軍のグザヴィエ軍曹と若い兵隊のフォスティンは本

隊からはぐれてしまい、アフリカ大陸でもっとも深いとまでいわれるコンゴのジャングルをさまようこととなる。敵に襲われる恐

怖、疲労、空腹、孤独と戦いながら、ふたりは危険なジャングルを抜け出し、本隊に合流することができるのか。極限状

態における、ふたりの心の葛藤を描いたドラマ。  

2019 年に 50 周年を迎えたアフリカ最大の国際映画祭「ワガドゥグ全アフリカ映画祭（通称「フェスパコ

（FESPACO）」で同年のエタロン・ドール（グランプリ）を受賞。2018 年トロント国際映画祭、2018 年シカゴ 国

際映画祭で上映。日本では初上映となる。 

 

 

 

 

mailto:press@jpf.go.jp

